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1
0
月
1
日

か
ら
赤
い
羽
根

共
同
募
金

住
民
要
望
に
積
極
的
努
力

菟
道
第
二
小
学
校
の
全
面
移
転
・
改
築
工
事
が
先
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
生

活
を
守
る
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
。
豊
か
な
人
間
教
育
め
ざ
し
教
育
環
境
の
充
実
‘
を
か
か
げ
て
お

り
、
苦
し
い
財
政
事
情
の
中
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
菟
這
第
二
小
学
校
で
は
、
校
造
校
合
三
棟
で
大
変
老
朽
化
し
、
周

舎
の
全
圓
移
転
・
増
改
築
工
事
が
学
辺
地
域
の
宅
地
化
が
す
す
み
児
童
数

校
の
西
側
に
あ
る
敷
地
で
す
す
め
ら
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
菟
道
ら
、
総
工
事
費
約
十
僥
二
千
万
円
を

第
二
小
学
校
が
鉄
筋
校
合
一
棟
と
木
か
け
て
建
て
か
え
る
も
の
で
す
。

改
築
さ
れ
る
菟
道
第
二
小
学
校
の
校
舎

新
し
い
校
舎
は
鉄
筋
Ｊ
ン
ク
ジ
ー

ト
造
四
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
四
千

九
百
五
平
方
μ
（
給
食
室
合
む
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
教
室
が
現
在

乙△巫△

よ
り
二
教
室
多
い
二
十
八
教
室
、
そ

れ
に
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
を
五

教
室
設
け
、
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

よ
っ
て

個
人
の

全
国
で
は
、
こ
の
日
を
中
心
に
裁

判
所
や
法
務
省
、
日
本
弁
護
士
会
連

合
会
が
記
念
式
典
や
無
料
法
律
相
談

会
な
ど
の
各
種
行
事
を
開
催
し
て
い

「
法
の
日
」
週
間

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会
秩

序
を
確
立
す
る
精
神
の
高
揚
を
は

か
ろ
う
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。財

政
好
転
で

要
求
実
現
へ

ま
す
。

宇
治
市
で
ぶ
、
十
月
四
日
の
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
市
民
会
館

に
お
い
・
て
、
無
料
人
権
相
談
所
を
開

も
と
づ
き
き
ぴ
し
い
財
政
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

再
建
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
五
十
三
年
度
末

の
決
算
見
込
み
で
当
初
の
再
建
計
画

よ
り
約
九
ほ
八
千
五
百
万
Ｒ
の
財
源

の
余
裕
を
生
じ
、
菟
這
第
二
小
改
築

や
集
会
所
建
築
な
ど
に
約
三
原
円
、

財
政
体
質
改
善
の
た
め
起
債
の
繰
上

償
還
約
二
竺
千
五
百
万
円
、
単
年

度
赤
字
の
解
消
に
二
億
五
千
万
円
、

累
唇
蛮
廓
消
に
約
二
唯
一
一
千
万
円

を
あ
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
再
建
計
画
の

中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
菟

道
第
二
小
学
校
の
一
部
移
転
改
築
を

計
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の

育
友
会
を
は
じ
め
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
全
面
改
築
の
強
い
妥
望
が
出
さ

れ
る
中
で
、
市
で
は
、
財
政
の
好
転

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
還
元
し
て
い

く
一
つ
の
施
策
と
し
て
菟
這
第
二
小

学
校
の
全
面
移
転
・
増
改
築
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
菜
で
校
舎
な
ど
の

改
築
に
つ
い
て
は
、
国
の
危
険
改
築

事
業
と
し
て
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

財
政
再
建
へ

さ
ら
に
努
力

み
な
さ
ん
に
耐
乏
を
お
願
い
す
る
ぱ

か
り
で
な
ぐ
財
政
が
や
や
好
転
し
た

中
で
、
市
民
要
求
の
実
現
へ
大
き
な

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
財
政
が
好
転
の
き
ぎ
し
に

あ
る
と
は
い
え
、
五
ヵ
年
の
財
政
自

主
再
建
計
圃
も
二
年
目
で
あ
り
、
累

積
赤
字
の
解
消
と
健
全
な
財
政
運
営

に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

Ｓ
宇
治
川
の
川
面

を
流
れ
る
風
は
も

う
初
秋
を
思
わ
せ

て
、
暑
か
っ
た
今

年
の
夏
も
よ
う
や

く
終
り
を
つ
げ
よ

う
と
す
る
硲
の
島

の
あ
る
一
日
。
七
百
名
に
の
ぽ
る
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
が
一
人
の
高
校
生
の
指

揮
の
■
≪
Ｈ
)
’
す
ば
ら
し
い
演
奏
が
つ

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
宇
治
、
城
陽
の

高
校
、
中
学
の
生
徒
に
よ
る
合
同
演

奏
で
あ
る
▼
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が

吹
奏
す
る
楽
器
は
異
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
が
一
つ
と
な
り
大
き
く
小
さ
く

時
に
は
高
く
ま
た
低
く
宇
治
川
の
空

高
く
響
き
わ
た
る
す
ば
ら
し
さ
。
こ

の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
演
奏
会
は
全
国

で
も
他
に
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ま
で

指
導
し
て
来
ら
れ
た
先
生
や
グ
ル
ー

プ
の
先
輩
、
生
徒
の
ご
父
兄
の
み
な

さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
▼

私
は
歌
が
好
き
で
あ
る
。
歌
は
日
本

人
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
そ
の

時
代
々
々
を
後
世
に
伝
え
る
歴
史
轡

で
も
あ
る
。
歌
は
暮
ら
し
の
中
で
生
一

ま
れ
、
暮
ら
し
の
中
で
育
ち
、
m
'

し
の
中
を
流
れ
て
行
く
。
そ
こ
に
歌

の
よ
さ
が
あ
る
ｙ
今
の
社
会
は
め
兎

ぐ
る
し
く
変
ぼ
う
す
る
。
そ
の
移
り
一

蓼き
つ
づ
け
て
ほ
し
い
も
の
は
う
る
お
、

い
で
あ
り
、
や
さ
し
さ
で
あ
り
、
な

ご
や
か
さ
で
あ
り
、
そ
し
て
美
し
い

も
の
に
感
動
す
る
情
操
の
心
で
あ
る

｀・一一一

▼
そ
の
よ
う
な
心
を
生
み
育
て
成
長

さ
せ
ろ
大
き
な
力
を
音
楽
が
も
っ
て
一

い
る
と
私
は
思
っ
て
い
兌
宇
治
ヽ
一

城
助
の
各
高
校
、
申
学
の
ブ
ラ
ス
バ
’

ン
ド
の
諸
君
が
音
楽
と
と
も
に
す
ば
］

ら
し
い
心
を
、
大
き
く
育
て
て
く
れ
Ｉ

る
よ
う
翻
っ
て
や
ま
な
い
。
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衆議院議員総選挙
最高裁裁判官の国民審査も

10月

7日

十
月
七
日
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
日
。

つ
ぎ
の
こ
と
に
よ
く
注
意
さ
れ
、

棄
権
せ
ず
に
必
ず
一
票
を
投
じ
て
く

だ
さ
い
。
‘

投
票
用
紙

「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
」
の
投
票

用
紙
は
白
色
で
す
。
こ
の
投
票
用
紙

前
倒
回
幽

砺
尚
川
幽

谷
口

″″

に
立
侯
植
者
一
人
だ
け
の
氏
名
‥
を
正

し
く
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。
も
し
、
は

っ
き
り
書
い
て
い
ま
せ
ん
と
、
せ
っ

か
ぐ
の
一
以
が
無
効
祭
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
m
.
裁
判
所
裁
判
官
国

尺
m
」
の
総
用
紙
は
ピ
ン
ク
ａ

で
す
。
投
果
川
紙
に
記
載
さ
れ
て
い

ろ
裁
判
官
の
申
で
、
や
め
さ
せ
た
い

愁
晋
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
裁

判
官
名
の
上
欄
に
×
印
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。
×
印
以
外
の
こ
と
を
書
か

れ
ま
す
と
無
効
票
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
逆
に
、
や
め
さ
せ
た
く
な

い
場
合
は
何
も
書
か
な
い
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
・
審
査
公
報

選
挙
公
報
と
審
査
公
報
は
十
月
三

日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ケ

イ
、
日
本
経
済
、
京
都
新
聞
の
朝
刊

に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。
新

聞
を
講
読
さ
れ
て
な
い
世
帯
に
は
直

接
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
公
報
や
審
査
公
報
が

届
か
な
か
っ
た
場
合
な
ど
、
左
記
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
自
由
に
お

取
り
く
だ
さ
る
か
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

三
軒
家
公
民
ｇ

〔
小
雰
町
〕

う
さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
・
小
灯
公

民
館
・
西
山
集
会
所
・
迦
池
巾
小
一

会
所
・
西
小
灯
渠
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕

西
小
倉
保
育
所
・
砂
旧
集
会
所
・

伊
勢
川
公
民
川
・
四
宇
治
泊
防
分

署
・
名
木
m
所

〔
開
町
・
隋
陵
町
〕

開
公
民
副
・
隋
陵
災
余
所

〔
広
野
町
〕

広
野
公
瓜
咄
・
広
野
染
会
所
・
緑

ヶ
回
集
会
所

〔
大
久
傑
町
〕

且
椋
公
会
堂
・
同
胞
保
育
園
・
酉

大
久
保
災
会
所

選
挙
・
審
査
公
報
の
あ
る
所

六
地
蔵
公
＜
ｍ
'
北
木
幡
槃
会
所

御
蔵
山
集
企
所
・
岩
田
書
店
（
御

園
2
0
）
・
志
水
商
店
（
四
申
1
2
）

木
幡
保
育
所
・
南
山
災
会
所
・
甫

木
幡
集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕

黄
m
局
（
芝
ノ
東
3
9
）
・
大
和

田
公
会
堂
・
西
岡
'
£
会
刎
・
黄
県

公
３
Ｓ
Ｓ
５
所
・
山
崎
幸
一
さ
ん
宅

（
禍
角
2
6
）

〔
菟
滋
・
明
星
町
〕

菟
道
公
民
副
・
三
室
戸
薬
局
（
丸

山
3
7
）
・
明
星
災
会
所

〔
志
津
川
・
笠
取
〕

喜
撰
会
館
・
雨
笠
取
問
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕

川
火
公
民
館
・
宇
沿
市
民
企
館
・

観
光
案
内
所
・
Ｓ
法
隣
保
館
・
市

分
庁
舎
・
宇
治
市
役
所
｛
ぺ
付
・
若

宮
染
会
所
・
半
日
州
一
会
■
・
階

〔
白
川
〕

白
川
公
民
副

〔
神
川
〕

神
明
公
民
川
・
七
人
恕
の
家

〔
Ｓ
ｉ
Ｓ
５
〕

紅
隔
公
民
郎
・
眼
目
川
公
民
郎
・

西
目
川
公
民
館
・
紫
ヶ
丘
公
民
劃
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醵
｀
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心
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一
9
1
鰯
恣

麟
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＞
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莵
道
第
二
小
移
転
改
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は
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ま
る

三の間
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－
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Ｅ
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１
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一
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見
舞
金
最
高
1
5
0
万
円
に

1
2
月
か
ら
交
通
災
害
共
済
が
改
正

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
の
Ｉ
ト
し
、
そ
の
後
加
入
者
は
増
え
続

被
害
者
救
済
制
度
の
一
つ
と
し
て
発
け
、
こ
と
し
八
月
末
に
は
約
六
万
五

足
。
一
日
一
円
の
か
け
金
で
親
し
ま
、
千
人
、
全
市
民
の
四
三
・
四
％
の
入

れ
当
初
約
九
千
人
の
加
入
者
で
ス
タ
が
加
入
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
交
通
災
害
共
済
会
叶

は
累
積
黒
字
三
千
九
百
万
円
と
な
り

共
済
事
業
は
着
実
に
運
営
さ
れ
て
き

見舞金等級表

誇Ｑ
｀
訓

後
遺
障
害
へ
の

見
舞
金
を
新
設

後
遺
障
害
に
苦
し
ひ
人
へ
の
見

舞
令
一
を
新
設
。
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
最
高
百
万
円
か
ら
最
低
七
十

万
円
の
四
ラ
ン
ク
に
分
け
て
支
給

し
ま
す
。

主
な
改
正
点

見
舞
金
額
の
引
上
げ

だ
れ
で
も
加
入
へ

こ
れ
ま
で
は
、
住
民
登
録
ま
た

は
外
人
登
録
を
宇
治
市
で
し
て
い

る
人
で
な
け
れ
ば
加
入
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
は
だ
れ
で
も
加
入
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

転
出
後
も

共
済
期
間
中
は
保
障

加
入
し
て
い
る
と
、
市
外
へ
転

出
さ
れ
て
も
期
間
内
の
事
故
に
は

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

一
言
言
圭
子
三
三
五
五
千
言
言
万
圭
玉
子

・
‐
ｌ
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
－

白
一
二
巫
荒
海
ヱ
器
釜
器
罵
訟
需
二
塁
堡
堡
竺
蕊

尚
」

言
』

・
二

回
』
・
・

‐
Ｉ
ｄ
ｌ
一
回
1
1
1
1
1
1
1
－
！
ｌ
ｊ
１
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－

号
一
＼
〒
Ｔ
Ｙ
王
上
ユ
３
７
亙
６
呈
８
了
よ
３
了
子
６
王
上
２
亙
土
二
６
Ｙ
呈
３
ニ
ｓ
〒
ニ
３
ヱ
上
２
亙
±
2

－
‐
－
－
‐
Ｉ
－
―
－
―
‐
‐
‐
・
‐
‐
－
－
‐
－
－
－
＝
－
‐
－
―

弩
よ
綴
二
作
こ
一
こ
ニ
Ｅ
て
琵
記
作

匹
ｍ
竺
－
宍
廠
一
匹
一
。
匹
－
匹
士
丿
匹
撰

四
二
灘
評

■
Ｒ
ｍ

廠
こ
こ

一

二
一
器
詔
記

し
ト
イ
に
曜
説
９
［

Ｉ
ト
ト
９
■
－
－
ト
レ
け
９
］
心
一
■
■
’
卜
し
け
ぼ
レ
沖
―
。
未
け
Ｉ
心
‐
９
九
ま
九
↓

懇
エ
２
一
３
一
４
一
５
一
６
一
７
一
８
７

Ｉ
ｔ
ｔ
Φ
ｔ
！
！
ｌ
ｉ
ｒ
Ｉ
１
－
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
―
－
－
－
－
１
１
－
ｌ
ｔ
１
Ｉ
！
1
1
1
1
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
！
1
1
1
－
―

侍

蓉

Ｉ
・
’
一
’
Ｕ
ｌ
Ｓ
゛

よ
一
し
Ｉ
作て

Ｉ
｀

満
Ｏ
の
く
間
除
期
を
て
間
っ
期

も
断
を
中
日
該
の
当
痢
一
る

治
け
し
お
算
に
起
合
り
場
よ
た
日
し
初
断
の
中
療
を
治
療
は
治
算
し
計
だ
の
た
間
・
期
る
療
す
治
と
了

1
1
月
ま
で

加
入
受
付
中

母
子
家
庭
児

な
ど
に
扶
助

1
0
月
7
日
茶
ま
つ
り

茶
ど
こ
ろ
宇
治
の
伝
統
行

事
「
茶
ま
つ
り
」
が
興
聖
寺

と
塔
の
島
を
中
心
に
盛
大
に

催
さ
れ
ま
す
。

▽
名
水
く
み
上
げ
の
儀
＝
午

前
９
時
か
ら
宇
治
橋
三
の

問
で
。

▽
茶
つ
ぽ
口
切
り
の
儀
・
献

茶
な
ど
＝
名
水
く
み
上
げ

の
後
、
興
聖
寺
で
。

▽
茶
席
（
抹
茶
・
煎
茶
）
＝

午
前
1
0
時
か
ら
塔
の
島
で

▽
模
擬
店
＝
午
前
1
0
時
か
ら

塔
の
島
一
帯
で
。

▽
時
代
行
列
‘
＝
午
後
１
時
半

か
ら
宇
治
橋
通
り
を
進
み

宇
治
川
一
帯
に
宇
治
十
帖

や
宇
治
橋
合
戦
の
時
代
絵

巻
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

団
体
戦

素
人
茶
香
服
大
会

１
０
’
Ｖ

（
農
林
茶
業
課
）

すばい一用使全安心わ変に拡然天
…
ｗ
ｉ
ｊ
５

は
刎
き
か

一
言

一
茫
茫

ガ
ー
ガ
に
窓
必
点

市
て

士Ｌ
Ｖ
家
ッ

″
ゴ
｀
驚

使
が
整

ご
換
調

を
ご
具
へ
用

∃ｔ
ご

昌
四

三回

。
々
だ

四
よ
Ｋ
７
１
こ
一

ご
’
″

に
い
ゆ

＜
'
５
２

る
９
ス

竹
田
が

ご
宍

三

魂

な
ゴ
巡

回
一
匹
一
『

一一

一一作宍ごな

謡ご一
一

ご
正
子お

一
沁

Ｘ州阪大９‐
Ｌ㈹5

1
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10月10日西宇治中学校

長
い
問
、
お
待
ち
願
っ
て

い
ま
す
西
宇
治
地
域
の
敬
老

会
は
十
月
十
日
、
休
育
の
ロ

に
西
宇
治
中
学
校
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
こ

の
敬
老
会
は
十
月
七
日
（
日
）

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

投
票
日
と
重
な
り
ま
し
た
の

で
十
日
に
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

地
域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
い

催
し
物
を
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
秋
の
一
日
を
ご
ゆ
っ
く

り
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

苓
10月10日のバス順路（会場は西宇治中学校）

専用バス時刻表
Ｕ

ド
≒
憲
ｍ
Ｅ

７
Ｆ
汪

む
し
し

ａ

」

諭
指

Ｕ
Ｕ
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
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″

１
１
１
一
1
1
.
1
1
一
１
１
一
１
車
ス
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前

影
副

Ｍ
２
:
Ｍ
３
ｔ
Ｍ
Ｓ
:
Ｍ
:
＾
Ｘ
市

占
見

付

‰
獣

病
田
・
哨
民
一
ご
バ
‘
バ

ー
心

匍
専
で
だ
の
だ

新
一
・
原
一
町
事
は
の
く
車
く

Ｉ
言
Ｅ
ゾ
亘
ま
皿
腿

愛
一
電
一
南
一
開
竺
名
一
北
皇
ぐ
Ｌ
２

－
！
－
ｉ
・
…
―
―
－
‐
－
‐
ｌ
ｌ
ｌ
。

一
一
一
詔
・
Ｔ
Ｃ
Ｏ
j
L
O
C
O
I
L
O
"
^

一
一
・
：
一
一

一
瑠

：
一
：

4
0
2
5
万
沢
4
5
3
0
1
t
-
3
2
4
0
4
5
3
0
一
C
3
2
5
応
召
4
5
3
0

且
旧
柾
誉
佳

1
1
江
・
江
江
江

前
一
横
］
前
前
前
前
前
ご
ツ
前

言
言
三
一
之

昌
七
で
ご
言
ご
餉
Ｊ
－
で

お
一
城

一
城

一
大
一
大
臨
一
府
一
市
長

五
ド

一
ロ
ナ

□
□
円
」

ル
ド

１
１
咽
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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一
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Ｉ
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ｉ
Ｉ
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＾
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M
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ｔ
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ｍ
r
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･
ｙ
＾
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.
1
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大
久
保
駅

・
・

心
阿
馴
ダ

Ｅ
西
宇
治
中
学
校
○
且
椋
公
会
堂

土
Ｔ
ル
レ
レ
上
に
副
斤

崔
聳
作
作
岫

ト
ほ
本
隔

壮
Ｊ
Ｊ
皿
ド
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［
目
‐
囮
回
円

敬老会

｀

り
一
″Ｉ
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Ｃ
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ｋ
５
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Ｓ
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Ｇ
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－
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－
－
－
－
－
Ｉ
－
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－
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－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
一
一
－
1
1
1
1
1
自
１
自
1
1
1
1
1
1
S
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
S
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
自
自
1
1
1
1
1
1
1
1

冒
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一
一
一
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闇
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目
闇
昌
目
闇
闇
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同
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回
目
－
圖
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冒
圖
目
目
圖
圖
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昌
圖
則
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冒
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一
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移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号

今
月
か
ら
新
車
で
巡
回

移
動
図
書
劃
そ
よ
か
ぜ
号
は
、
今

月
か
ら
新
軍
で
巡
回
し
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
以
来
十
年
間
。
町

か
ど
の
図
書
館
’
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
そ
よ
か
ぜ
号
は
、
老
朽
化
が

は
げ
し
く
、
今
後
さ
ら
に
広
く
図
書

の
利
用
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

新
車
に
し
ま
し
た
。

新
し
い
そ
よ
か
ぜ
号
は
、
中
型
パ

ス
を
改
装
し
車
体
も
大
き
く
、
二
千

冊
の
本
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
部
で
も
事
務
が
で
き
、

内
書
架
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
雨

天
で
も
巡
回
し
ま
す
。

巡
回
時
に
は
、
「
プ
ヅ
ク
ー
モ
ピ

ル
の
歌
」
を
放
送
し
ま
す
。
軽
や
か

な
メ
ロ
ー
回
Ｉ
に
の
っ
て
十
月
二
日

の
小
倉
地
区
か
ら
巡
回
し
ま
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
所
や
巡
回
時
間
が

十
月
か
ら
変
更
に
な
る
地
区
が
あ
り

諮
す
を

Ｉ銘
が
た
一

回
Ｊ

む

栗
け
に
一

四
心
皿

幣
盲

取
き
Ｉ心

四
″

部
に
せ
一

間
風
さ
一

謡
にＩ

Ｉ
Ｉ
一
一
一
・
1
1
1
1
1
1
1
自
ａ
￥

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
し

く
、
南
小
倉
・
南
山
（
東
）
地
区
に

ｎ
軍
場
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
総
体卓

球
の
部

市
民
総
合
体
育
大
会
の
卓
球
の
部

前
一
園

宅
・
公

社
一
童

力

一
児

昌ニ
ケ
い
Ｉ
‥

1 6
一
1
4

工５
３
ボＬ

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
0
月
2
8
日
（
日

）
日
蘆
車
体
（
団
体
）
、
1
1
月
４

日
（
日
）
爾
宇
治
中
学
校
（
個
人

昌１
１
に

0
0
Ｃ
Ｍ
5
0

0
0
1
0

詔
賭
■
団
扇
Ｔ
ｍ
一

）
、
午
前
９
時
開
会

▽
申
込
み
・
・
・
体
育
協
会
ま
で
（
参
加

料
一
人
二
百
円
）

（
社
会
教
育
課
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査

宇
治
市
で
は
、
九
回
目
の
就
業
構

χ
／
一

治宇
一

之

造
基
本
調
査
を
十
月
一
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
民
の
就
業
の

状
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
国

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
雇
用
・
失

業
対
策
な
ど
の
施
策
立
案
の
た
め
の

基
礎
調
査
と
な
る
も
の
で
す
。
全
国

の
全
世
帯
を
代
表
す
る
よ
う
に
選
び

出
し
た
世
帯
の
十
五
歳
以
上
の
人
に

つ
い
て
、
「
ふ
だ
ん
し
て
い
る
仕
事

の
就
業
状
態
」
や
「
仕
事
に
対
す
る

希
望
意
識
」
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

近
く
調
査
員
が
、
調
査
票
記
入
の

依
頼
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
は
、
統
計
を
つ
く
る

た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
他
の
目
的

に
仙
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

（
企
画
課
）

プンＯ
Ｘ
ボ中水

用
゛
｀

場
ル
現
ツ

機接溶Ｉ
Ｓ
ＮＥＤ‐ＨＳ‐Ｋ

Ｉ
ノ
型小ぐ機動発ハマヤ
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円
円
2
1
3

0
0
0
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０
０
９
一

５
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Ｌ

４
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‰
‰
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４
２
駅

８
８

四

Ｌ
Ｌ
鉄

国

″心四匹1 5 0
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Ｅ罷ｎリ

化
ン
強
ジ
い
を
ン

生
工
詰と

ル
音
用

性
ク
な
易

動
作
ふ
太

始
４
静
現

㈱物金ンカレー
／

マ

一｛
材一一｛一一作

１7
7

市
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
、
印
鑑

証
明
書
を
出
す
場
合
、
実
印
や
持
参

し
て
い
た
だ
く
方
法
か
ら
、
印
鑑
登

録
証
（
下
記
参
照
）
の
み
で
処
理
す

る
方
法
に
切
替
え
て
い
ま
す
。
九
月

一
日
現
在
で
五
、
五
七
八
件
の
切
替

え
手
続
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
印
鑑
登
録
を
し
て
い
て
、

叩
ａ
三
プ
ａ
旨
諧
臨
）
M
I
S
i
皆

5 3
0
認
ヤ
一
一
一

匹
臨
ノ
『

1
3
3
‐

1
3
3
ノ
に
慰
刊
ぷ
フ
『
爵
鵬
昌

０ １

‐
‐
・
・
‐
‐
・
・
ｌ
ｉ
．
・
・
‐
ｉ
‘
Ｉ
・
・
―
’
―
―
’
ｌ
ｌ
！
‐
ｉ
・
―
・
・
‐
‐
－
－
１
し
3
0
■
ｇ
ｇ
'

・
１
１
学
債
？
ぱ
Ｊ
・
…

…

一
把
昌
則
ヤ

1
1
3

3

子
犬
言
薫
三

■
ｓ
月
5
3
5
1
一
２
‘
歳
者
陥
児
】
が
さ
い

Ｊ

戸

廠
－
ｊ
ま
ご
頂
ｒ
詣

1
1
1
1
－
―
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
¶
1
1
1
1
1
ｒ
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
■
■
1
1
1
ｒ
－
―
■
Ｉ
Ｉ
ｔ
』
１
１
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ｌ
‐
ｉ
－
－

縦
」
三
百

盤
騨
球
吋
亘
送
針
置
：

［
圈
－
ぷ
づ
ｔ
－
－
ｔ
コ
ー
ｔ
Ｊ
Ｉ
－
１
１
－
ｊ
ａ
一
日
1
1

1

一

－

－
‥
一
一
こ
Ｉ
｀
一
‥
‥
二
I

K

ま
］
ｙ
ｌ
こ
’
一
″
ｙ
ｓ
∵
ｙ
・
一
・

で
・
ま
い
課
さ
生
だ
衛
く
健
絡
保
連
所
ご
衡
７
市
ま
は
ヽ
所

人
健
い
保
な
は
か
人
届
い
の
な
知
か
通
届
の
の
診
知
健
通
児
の
月
診
ヵ
健
C
O
t
ａ
Ｊ

歳
動
１
・
体
’
い
低

診
さ
’

健
だ
診

児
く
健

月
絡
児

ヵ
連
歳

３
ご
３

▼
・

引
き
続
い
て
継
続
さ
れ
る
方
は
、
登

録
者
本
人
が
切
替
え
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

や
ひ
を
得
ず
代
理
人
に
依
頼
さ
れ

る
と
き
に
は
、
本
人
が
自
署
、
押
剛

し
た
「
委
任
の
旨
を
証
す
る
書
面
」

が
必
要
で
す
。

切
替
え
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
に
市

内
を
三
つ
の
地
域
に
分
け
て
行
な
っ

て
い
ま
す
。

＜
束
地
区
Ｈ
八
月
～
九
月
＞

六
地
蔵
、
木
幡
、
五
ヶ
庄
、
菟

道
、
志
津
川
、
笠
取
、
池
尾
、

二
尾
、
炭
山
、
明
星
町

Λ
中
地
区
＝
十
月
～
十
一
月
＞

宇
治
、
神
明
、
口
川
、
羽
拍
于

町
、
棋
局
町
、
小
倉
町

Λ
四
地
区
＝
十
二
月
～
一
月
＞

伊
勢
田
町
、
安
田
町
、
開
町
、

南
陵
町
、
広
野
町
、
大
久
保
町

で
き
る
だ
け
該
当
す
る
期
間
に
手

続
さ
し
て
く
だ
さ
い
。
■
東
地
区
に
つ

い
て
も
切
替
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

来
年
の
一
月
三
十
一
口
を
過
ぎ
ま

す
と
、
現
在
ｎ
録
さ
れ
て
い
る
印
鑑

は
失
効
と
な
り
、
す
べ
て
新
規
登
録

の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

委任の旨を征する書面の書き方

西
田
優
ち
ゃ
ん

ａ
禎
島
町
南
落
合
三
二
Ｉ
五
三

健康の

コーナー

生
広
抽
ヽ
ヽ
ノ

月
書
は
課

1
0
文
合
生

年
所
場
衛

5
3
役
の
傭

ぐ
市
数
保

ん
・
多
ぐ

さ
す
゜

子
ま
い

お
い
さ

る
て
だ

す
し
く

載
集
絡

掲
募
迷
・

に
を
ご
す

欄
Ｉ
に
ま

の
れ
課
し

こ
ま
報
選

犬
の
引
取
り

不
用
な
犬
や
ね
こ
は
、
毎
週
月
曜

日
の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

Λ
犬
の
巡
回
引
取
り
＞

▽
と
き
・
：
1
0
月
９
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ

菟
道
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分

黄
讐
励
隊
正
門
前
＝
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
貧
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
2
0
分

ｎ
椋
公
会
堂
＝
1
1
時
3
0
分

（
保
健
衛
生
課
）

Ｉ

Ｉ

Ｉ

暑
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１
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４
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圓
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一
尚
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泌
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影
溌
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゛
″
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咎
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｛
苛
濁
滝
ぼ
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口
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Ｉ
４
３
Ｉ
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Ｉ
膳
丿
言
μ

皿

1 1
難

一
。
、
一
一

｝

皿

一
』

‘
鱗
｛
－
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一

燕
・

鷹
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｛
一
…
…
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一
一 ｝

一

冒

｛
一

犬

¨ 四
一
…
…
…
一
…
…
…
Ｉ
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…
…
＾

匹

作
■
‐
。
舞
’
■
’
‘
’
｀
¨
‐
～

≪

¨
゛
一
遡

¨ 一
一 ^
Ｔ
ｌ

一・
゛
“
¨’
一
一

そよかぜ号巡回日程

印
鑑
証
明
制
度
が
カ
ー
ド
式
に

朧
麟
。

…
…

皿

一

匹
一

■
・
鳴
略
－
…
…
…
…
…
。

一
薦

一一

一

ｉ
ｔ
４
ほ
Ｉ
路
厦
ｉ
゛
’
ｙ

犬

一
一
一

一
¨
皿

……

・

・

・
・

・

・
・

¨

一

一

‥
。
、

゛
¨
¨
＾

゛
¨

綴
¨
¨

¨
¨
¨
¨
″

一

エ
ル

バ

・

皿

廳

］
■
■

・
‥
一
一
‥
一
一
ｊ
．
］
、
一
、
■
・
■
‥
。
‥
・
’
一
一
‘ 一
。
『
・
。
・
。
一
一
■
‥

・
’ 。
。

一
一
。■ 一

■ 一
一
・
‥
‥
一
・
’
。
‥
‥
一
。
ｊ
．
・
、
一
一
■’ ■
。
‥
■
一
一
一
。
。
’
・

一
一
‥
■■ 一’
『
・
。
・

■・
’
‥
‥
‥
‥
‥
一
一
一
。
一
一
一
・
ｔ
作
｀
。

犬

七

三
ｍ

一
…
…

゛

‘

三
上
…
…
…

…

言
言
』
づ
。
特
大

…
…

…
一 一
一一
一
。
匹
Ｅ
四
百
皿
ｓ

…
…

…
…

｀

曝

一
●
一
１
＠
一

恋
恋

１
１
１
■
１
１
１

部

ユ
ａ

大
西
平
■
広
大
神

１
蹄

｀一

ｆ一「一一

一

一一一一一一一一』

一一

「」

一

一

｛

’

一

一一

】

移動図書館（10月分）
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１Ｗ
７１

市役所清掃課

田
田
ぼ蔭

南
山

中
ま
派

新
荒
”ノ
裏

荒
中
屋

ノ
ら
茶

前
３
赤
国

信
廟
”

京
御
内
畑

ｍ
や
瓢

か
吹
’
｀

前
森
園
尾

銀
若
御
桧

京
３
の
”

’
浦
北
田
畠

池
西
３
以
山
北
丿

堀
の
島
鉄
畑
’
中

南
北
田
国
’
原
東

’
以
新
郎
山
草
。

池
筋
の
蔵
金
中

堀
道
３
東
漕
御
’
正

’
市
田
以
内
’
揃
の

池
の
遊
廓
鉄
ノ
尾
花
東

ａ
轜
諮
７
が
匹

町
町
町
町
治
幡
島
倉
槙
小
宇
木

一
J

2
4

4
″
り
８
。

Ｑ
″

中
匍
一
―
・

浦
東
ぶ
卜
戸
正
瀬
の
大
西
ｊ
’
以
東

畑
鉄
ノ

内
国
芝
゛
″
の

中
端
東

西
浦
以
’
山
鉄

島
南
国

レ
し
ｌ

ｊ
畑
ヽ
’

３
’
谷

域
原
山
岡

全
河
浦
広

ぐ
ぐ
村
ぐ

蔵
幡
庄

地
ヶ
六
木
五

2
5

ノ
’
以

壇
開
鉄
’
ぶ
国

庄
浦
ン

ノ
西
割

北
’
番
’
林
三

川
梅
・

古
’
二

Ｒ
カ
ー

西
”’
添
角

前
野
福

谷
”
３

３
’
道
坂
東

路
島
界
折
ノ
３

ト
雀
寺
’
芝
町

降
雲
’
野
の
平

く
ぐ
東
平
西
ぐ

幡
庄
道
ヶ
木
五
菟

2
6

1
0

Ｉμ白

町
町
明
治

嘉南
羽
神
宇

3
0

1
3 鋤

］

ご

心
ｙ

プＪ

１

’

仝
’
棟

鸚
2
0

ｒ
心弱

辰
臥
作

晶

開
広
大

一
3
1

町野広１び１1
6

除
３
ゴ国

ノ
ニご

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

城南衛生管理組合

゛
皿
゛
｝
’

Ｎ
Ｓ
＼
＼
ｍ
ｔ

柿
端
北
’

ご

業

百

一

Ｇ
’
こ
。
詔
っ
Ｊ
ｓ
ヽ

い
雷
‰
昌
ぷ

こ
小
前
口
器

ｋ
鰐
宣
順
禦
鵠

胆
前
説

荷
窓
詐
言

羅

・
に
ｓ
ｒ
鸞
％
圈
謡
鴎
載
％
謡

木
蔵
中
丁
畑
林
界
浦
角
田
田
角
浦
ノ
山
山
畠
揃
御

ｔ
御
正
一
内
一
大
寺
西
福
車
一
車
福
西
芝
南
南
北
花
北

｀
一
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
9
3
0
3
1
ハ
２
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句

作

ａ
一
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ｈ
士

作
Ｅ
「

翻
皿

―
門
志
国
島
３

徴
雪
扁
－

一

↑
ｒ

懇
談
窯

野
力
東
’
南
’
裏
大
開
蛇
森
’
宇

願
‰
鸚
難
ｍ

疑
い
詰
高
撥

回
腸
朧

撰
強
談
議
淫

一
n
2
2
2
3
2
9
3
0
心
５

』

２
〈
り
Ｑ
″
1
3
1
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5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

1
0

くみもれの場合は

連絡を

ｍ

】

山
一

λ
貳
際

一

言

？
ｈ
認
諾
一
１
兄
丿

『

万
十
十
ｈ
ｙ
「
「
べ
～

ｙ

賢
四

ｆ
株
｀

昌
業
一

堅

一
ｙ
木
わ
木
住
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●
●
●
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●
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部
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業
業

参

事
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宅
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日
お
久
≫
8
2
r
c
i
ｘ
ｓ
m
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ｔ
ｍ
w
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賢
小
ａ
．
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場
愕
″
仰
ａ
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荻
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示
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0
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~
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Ｉ
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展
国
‘
豊

／
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刺
の

・

気

八

‥
り
出
｝
庫
す
お
さ

・
Ｂ
公
ま
へ
下

‥

よ

一
2 7
も
来
記
せ

。
日
跨
築
出
右
合

す
１

｛
改
ガ
は
問

ヽ

一
争
硝
／
用
く
ぉ

で

込
寸

鏃
築
利
し
に

Ｕ
鮨
朗
・
増
ご
詳
軽

会

申
ご
旧
●
‘
”

・
・
印

‥

機

「
に
肘

¨
・
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’
・
”
÷
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”
‐
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‥
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ｔ
ｈ
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‘
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最

…
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年
一
皿
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本
。
、
。
。
・

社会式株業産島田
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‐
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’
一

す指自をりくづいま

・
・
主
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しる
明

‘

烈
″

ｆ
１
弱

気
剛

砂
脳

四
丿
亀
眉

あ

懇
裾
大

岡
’
字
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札
ｓ

訟
協

心
一
一
一
一

九
蚤

詣

島
丿
除
乙
小
善
’

公
邸
変
管
面

談
匯
諾
Ｇ
ｔ

一
o
Ｕ
ｉ
ｆ
ｆ
ｌ
ｆ
ｆ
ｌ
ｒ

五
菟
明
志
宇
宇

″
″

2
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1
1
1
2

ま
派
中
市
一

瓦
ら
の
一

／
孔

Ｊ
ニ

う
か
で
一

甲
屋
山
□
３
ま
一

り
茶
西
田
語
前
・

か
・
勢
毛
信

］
裏
吼
伊
・
京
・

田
西
仝
’
山
南
】

努
３
の
の
尻
中
ら
‥

伊
語
筋
東
井
く
か

％
ｍ
』
無
四
し

用
山
部
近
若
筋
京
丿
棟
・

’
中

皿

ご

く
’
道
’
浦
j
4
3

口
の
成
近
椋
山
除
谷
市
際
西
田
ゝ
．

卜
筋
５
新
ら
旦
蔭
を
３
大
の
山
の
砂
3
3

ウ
道
筋
’
か
”
島
筋
’
で
’
南
’
ぐ

’
市
道
田
前
原
白
田
道
山
ま
浦
以
田
宅

荒
の
国
成
所
田
半
新
国
北
荒
哺
筋
遊
住

ノ
で
ぐ
ぐ
出
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ノ
道
ぐ
営

町
町
町
洽
町
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